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熊本地震について ２

平成28年3月定例会、3月臨時会 ３～４
平成28年度予算、平成27年度補正予算、条例制定・改正等 

一般質問 ５～11
町政を問う

議会日誌・編集後記 12
全議員交替で10日間給水作業を行った。

（宮崎県椎葉村より給水車をご提供いただき、４月18日から５月10日まで給水が行われた。）



熊本地震、被害にあわれたみなさまにお見舞い申し上げます

　４月 14日、そして 16日と二度にわたる震度七の地震を観測した今回の熊本地震、一か月以上が

経過した今もなお終わりが見えない状況が続いています。町内でも、家屋をはじめ、農地、水路、道

路などに被害が及び、また、水が飲めないという事態も連休明けまで続きました。被害にあわれたみ

なさまにこころよりお見舞いを申し上げます。

　今回の地震では、益城町をはじめ西原、南阿蘇、阿蘇市など、深刻な被害が発生し、いまも多くの

方が避難所での生活を余儀なくされています。こうしたなか、全国各地からの支援物資もたくさん届

けられ、町でも役場では収まりきれない状況です。こうした支援に感謝しつつこれからが復興への道

のりです。議会としても全力で取り組む覚悟です。

　力を合わせがんばりましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月 16日

黒川保育園：園庭入口手洗い場付近の亀裂

町道上矢田原線の落石：後日、陸上自衛隊高田部隊（新潟県）、第 12 旅団（群馬県）の皆さんにより撤去されました。
　　　　　　　　　　　ありがとうございました。

黒川保育園：裏側の亀裂
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熊本地震のお見舞い



●
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

主
な
事
業

南
小
国
町
旧
庁
舎
解
体
工
事

９
０
０
０
万
円

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
業

務
委
託
料　
　
　

４
０
４
万
円

黒
川
地
区
環
境
整
備
工
事

６
０
０
０
万
円

地
方
バ
ス
運
行
等
特
別
対
策
補

助
金　
　
　
　

２
８
０
０
万
円

地
籍
調
査
委
託
料２

８
９
５
万
円

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
・
イ
ン
ト
ラ
更
新
業

務
委
託
料　
　

２
０
８
０
万
円

臨
時
福
祉
給
付
金３

０
４
５
万
円

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

交
付
金　
　
　

７
６
５
０
万
円

農
業
農
村
整
備
事
業
水
路
改
修

工
事　
　
　
　

２
４
０
０
万
円

山
村
広
場
改
修
工
事

３
３
２
３
万
円

間
伐
材
供
給
安
定
緊
急
対
策
事

業
補
助
金　
　

２
５
０
０
万
円

商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
補
助
金

８
０
０
万
円

町
道
改
良
工
事
他

１
億
５
２
０
０
万
円

●
平
成
28
年
度
特
別
会
計
予
算

主
な
事
業

国
民
健
康
保
険

保
険
給
付
費４

億
３
６
５
１
万
円

後
期
高
齢
者
医
療

医
療
広
域
連
合
納
付
金

５
３
７
７
万
円

介
護
保
険

保
険
給
付
費５

億
２
５
５
７
万
円

水
道
事
業

水
道
維
持
費　

３
９
８
９
万
円

公
債
費　
　
　

８
３
２
７
万
円

農
業
集
落
排
水
事
業

集
落
排
水
管
理
費１

２
７
１
万
円

公
債
費　
　
　

１
６
０
０
万
円

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業

生
活
排
水
処
理
費２

３
８
６
万
円

公
共
下
水
道
事
業

下
水
道
維
持
費
等

１
億
１
１
５
４
万
円

公
債
費　
　

１
億
８
９
２
万
円

　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
の
５
日
間
開
か
れ
た
。
一
般
質
問
に
は

７
人
が
登
壇
し
、
町
長
の
施
策
を
質
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
７
つ

の
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
41
議
案
が
提

出
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
41
議
案
と
も
可
決
と
な
っ
た
。

　

平
成
28
年
３
月　

第
１
回
定
例
会

平成 28 年度　総予算額 54 億 8,073 万 4 千円（前年比 0.5％の減）

一般会計
36 億 6,542 万円
（対前年比 5.6％の増）

特別（7）会計
18 億 1,531 万 4千円
（対前年比 11.0％の減）

（単位：千円）

会計名 平成 28 年度
（当初予算）

平成 27 年度
（６月補正後） 前年比

一般会計 3,665,420 3,471,344 5.6%

特
別
会
計

国民健康保険 791,406 808,717 △ 2.1%
後期高齢者医療 57,900 57,768 0.2%
介護保険 551,786 535,220 3.1%
水道事業 136,641 250,108 △ 45.4%
農業集落排水事業 28,822 88,514 △ 67.4%
特定地域生活排水処理事業 28,195 28,162 0.1%
公共下水道事業 220,564 270,486 △ 18.5%

計 1,815,314 2,038,975 △ 11.0%
合計 5,480,734 5,510,319 △ 0.5%

　（※平成 27 年度は骨格予算のため、６月補正後の数値で計上）

平成 28年度　一般会計内訳

原
案
可
決

原
案
可
決

地方交付税
16億3,000万円
（44.5％）

国庫支出金
2億7,330万円
（7.5％）

国庫支出金
2億7,330万円
（7.5％）

分担金及び負担金
1億2,679万8千円

（3.5％）

県支出金
2億6,464万3千円

（7.2％）

県支出金
2億6,464万3千円

（7.2％）

使用料及び手数料
9,121万8千円
（2.5％）寄付金

1億2千円
（2.7％）

その他
2億1,678万8千円

（5.9％）

総務費
8億4,824万4千円

（23.1％）

衛生費
6億2,641万4千円

（17.1％）

民生費
6億7,826万3千円

（18.5％）

土木費
3億4,679万3千円

（9.5％）

教育費
2億905万6千円

（5.7％）

消防費
1億5,558万8千円

（4.3％）

その他
1億4,277万8千円

（3.9％）

繰入金
3億3,159万円
（9.0％）

繰入金
3億3,159万円
（9.0％） 町税

4億1,421万6千円
（11.3％）

町税
4億1,421万6千円

（11.3％）

歳　入
（構成比％）

歳　出
（構成比％）

町　債
2億1,686万5千円

（5.9％）

町　債
2億1,686万5千円

（5.9％）

農林水産業費
3億6,408万5千円

（9.9％）

農林水産業費
3億6,408万5千円

（9.9％）

公債費
2億9,419万9千円

（8.0％）

公債費
2億9,419万9千円

（8.0％）
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平成28年3月　定例会



●
平
成
27
年
度
補
正
予
算

▼
町
長
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に

そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
９
号
）

除
雪
委
託
料　
　

８
０
０
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
10
号
）

道
路
新
設
改
良
費
等
、
合
計

１
億
４
８
８
４
万
円
を
減
額

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
書（
第
４
号
）

保
険
給
付
費
等
９
５
１
万
円
を

減
額後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
書（
第
２
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
等
１
４
０
万
円
を
減
額

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
書（
第
４
号
）

保
険
給
付
費
等
１
０
８
３
万
円

を
減
額

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
書（
第
５
号
）

水
道
総
務
費
に
３
万
円
を
増
額

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
書（
第
３
号
）

集
落
排
水
費
に
８
万
円
を
増
額

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
書（
第
３
号
）

生
活
排
水
処
理
費
を
６
４
６
万

円
減
額

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
書（
第
４
号
）

下
水
道
費
に
７
万
円
を
増
額

●
条
例
等
の
改
正

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

▼
南
小
国
町
公
民
館
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

▼
南
小
国
町
公
民
館
使
用
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

▼
南
小
国
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
等
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
南
小
国
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

▼
南
小
国
町
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

▼
南
小
国
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
南
小
国
町
公
共
施
設
の
暴
力

団
排
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
南
小
国
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い

て▼
南
小
国
町
議
会
傍
聴
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い

て●
条
例
制
定

▼
南
小
国
町
行
政
不
服
審
査
法

施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
南
小
国
町
行
政
不
服
審
査
法

に
基
づ
く
実
費
弁
償
び
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
委
員
長
報
告
）

▼
南
小
国
町
行
政
不
服
審
査
法

に
基
づ
く
手
数
料
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

（
委
員
長
報
告
）

▼
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
共
同
設
置
に
つ
い
て

熊
本
広
域
行
政
不
服
審
査
会
の

共
同
設
置
に
つ
い
て

●
財
産
の
貸
付
の
変
更
に
つ
い
て

き
よ
ら
歯
科
診
療
施
設
の
貸
付

●
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
総
合
物
産
館（
き
よ
ら
カ
ア
サ
）

▼
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
（
温
泉

館
き
よ
ら
）

▼
き
の
こ
菌
床
培
養
等
施
設

（
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
）

指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
き
よ
ら
カ
ア
サ

▼
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
り
ん

ど
う
荘
）

▼
介
護
保
険
関
連
サ
ー
ビ
ス
施
設

（
湯
夢
プ
ラ
ザ
）

（
元
気
プ
ラ
ザ
）

（
さ
く
ら
荘
）

指
定
管
理
者

　

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
11
号
）

新
木
材
産
業
拠
点
事
業
施
設
整

備
工
事
等
１
億
９
０
５
１
万
円

の
増
額

●
監
査
委
員
の
選
任

矢
津
田　

下
城　

宣
夫　

氏

●
計
画
の
策
定

南
小
国
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

第
２
回
臨
時
会
が
３
月
28

日
に
開
催
さ
れ
、
３
議
案
が

可
決
・
同
意
さ
れ
た
。

平
成
28
年  

第
２
回
臨
時
会

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

承　
　

認

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

修
正
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

同　
　

意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

総
務
文
教
常
任
委
員
会
付
託

総
務
文
教
常
任
委
員
会
付
託
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平成28年3月　定例会・臨時会



▼
議
員

　

第
一
点
目
、
良
い
町
に
は
良

い
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
有
り
、
良
い

デ
ザ
イ
ン
が
在
る
と
思
い
ま
す

そ
こ
で
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
養
成
講

座
を
開
き
、
自
然
と
環
境
、
歴

史
と
文
化
、
産
業
と
観
光
、
福

祉
と
健
康
の
講
座
を
開
い
て
頂

き
た
い
。

　

第
二
点
目
、
地
域
活
性
化
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
対
応
す

る
為
に
海
外
派
遣
の
人
材
養
成

が
出
来
な
い
か
、
私
は
経
験
が

人
を
成
長
さ
せ
る
と
思
っ
て
い

る
。

　

是
非
、
此
の
二
点
を
人
材
育

成
の
柱
と
し
て
お
願
い
し
、
町

長
の
力
強
い
お
答
え
に
期
待
し

た
い
。

●
町
長　

基
本
は
人
材

　

町
つ
く
り
の
基
本
は
人
材
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

町
の
地
域
資
源
を
見
詰
め
直

し
、
町
の
強
さ
と
弱
さ
を
認
識

し
、
強
み
を
伸
ば
し
、
弱
さ
を

カ
バ
ー
す
る

　

又
、
全
体
的
な
現
状
を
把
握

し
、
興
味
あ
る
分
野
を
開
発
す

る
人
材
を
育
成
し
て
い
き
た

い
。

　

海
外
派
遣
は
体
験
こ
そ
が
人

を
成
長
さ
せ
る
、
各
分
野
及
び

地
域
人
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

行
く
。

人材育成について！

井上　則臣　議員

美しい村連合海外研修（フランス：エギス村にて）
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平成28年3月　定例会：議員一般質問



▼
議
員
　

　

現
在
定
期
バ
ス
路
線
の
な
い

地
域
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
運
行

さ
れ
て
い
る
が
、
前
日
午
後
８

時
ま
で
に
予
約
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
現
状
で
は
当
日
利
用

し
よ
う
と
思
っ
て
も
使
え
な
い

状
況
で
利
用
し
に
く
い
の
で
は

な
い
か
。
昨
年
、
総
務
文
教
委

員
会
で
研
修
に
行
っ
た
鳥
取
県

日
南
町
で
は
、
同
じ
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
で
は
あ
る
が
１
時
間
前

ま
で
に
予
約
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
阿
蘇
駅

前
に
も
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
案
内

が
あ
る
が
、
そ
こ
は
30
分
前
に

予
約
と
な
っ
て
い
る
。　

　

現
状
で
は
町
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
非
常
に
使
い
づ
ら
い
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
せ
め
て
１
時

間
前
の
予
約
な
ど
に
改
善
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

●
町
長　

利
便
性
向
上
に
向
け

て
取
り
組
む

　

町
が
市
原
タ
ク
シ
ー
に
委
託

し
て
運
行
し
て
い
る
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
、
26
年
度
よ
り
は
４
路

線
で
運
行
し
て
い
る
。
事
前
予

約
制
に
つ
い
て
は
、
タ
ク
シ
ー

会
社
が
車
両
の
確
保
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
た
め
前
日
午
後

８
時
ま
で
と
し
て
い
る
が
、
緊

急
に
同
日
の
利
用
が
必
要
な
場

合
、
タ
ク
シ
ー
会
社
が
対
応
可

能
で
あ
れ
ば
当
日
で
も
受
け
付

け
て
い
る
。

　

現
在
、利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
バ
ス
会
社
、
タ
ク
シ
ー
会

社
へ
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
中
に
は
結
果
が
ま
と
ま

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
小
国
郷

公
共
交
通
会
議
で
協
議
し
な
が

ら
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

▼
議
員
　

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
時
刻
表
も

あ
っ
て
運
行
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
前
日
で
な
い
と
車
両
の
手

配
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に

問
題
が
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
会
社

に
も
改
善
で
き
る
よ
う
、
も
う

少
し
協
力
を
求
め
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。

●
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

現
在
調
査
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
会

社
の
聞
き
取
り
も
行
っ
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
に
協
議
し
て

改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
小
国
郷
全
体
の

問
題
で
も
あ
る
の
で
、
小
国
町

と
も
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
た

い
。

乗合タクシーの改善を！

河津　利明　議員

樋の口、乗合タクシー停留所
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▼
議
員
　

　

小
学
校
の
部
活
動
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員

会
は
２
０
１
８
年
度
末
ま
で
に

小
学
校
運
動
部
活
動
を
社
会
体

育
へ
の
移
行
を
目
指
す
検
討
委

員
会
な
ど
の
準
備
組
織
を
整
え

た
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い

る
。
町
の
小
学
校
に
つ
い
て
は

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
の
か
伺
い
た
い
。

●
町
長　

町
の
検
討
委
員
会
を

作
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

　

県
教
育
委
員
会
は
小
学
校
の

運
動
部
を
順
次
社
会
体
育
に
移

行
し
て
い
く
考
え
を
明
ら
か
に

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
実
現
に

は
課
題
も
多
く
、
県
と
し
て
も

可
能
な
地
域
、
学
校
、
種
目
か

ら
順
次
移
行
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。
ま
た
、
社
会
体
育
の
受

け
皿
と
し
て
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
現
在
町
で
は
開
設
し

て
い
な
い
。

　

県
の
方
針
を
受
け
、
町
と
し

て
は
「
南
小
国
町
ス
ポ
ー
ツ
振

興
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
最
重
要
課
題
と
し
て

協
議
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
小
学

校
の
部
活
動
、
さ
ら
に
子
供
た

ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
方
向
に

進
む
よ
う
に
し
た
い
。

▼
議
員

　

部
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
土
日
に
か
け
た
活
動
も

必
要
か
と
考
え
る
が
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
の
か
。

●
教
育
長

　

２
月
に
検
討
委
員
会
の
第
一

回
を
開
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
学
校
の
先
生
方

も
変
わ
る
の
で
具
体
的
に
は
４

月
か
ら
と
考
え
て
い
る
。
土
曜

日
に
つ
い
て
は
部
活
動
は
休
み

に
す
る
と
い
う
県
の
指
示
も
あ

る
の
で
、
町
と
し
て
一
番
い
い

方
向
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

▼
議
員

　

町
と
し
て
社
会
体
育
へ
の
移

行
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
て
い
く
と
考

え
て
い
い
の
か
。

●
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
は
、
他
の
町
村
の

現
状
も
非
常
に
厳
し
い
と
聞
い

て
お
り
、
町
と
し
て
作
る
予
定

は
な
い
。
総
合
的
に
取
り
組
む

の
か
、
種
目
を
限
定
す
る
の
か

に
つ
い
て
も
、
町
に
い
る
指
導

者
の
状
況
な
ど
も
含
め
て
今
後

検
討
す
る
。

小学校の部活動の取り組みは！

矢津田　道夫　議員

中原小とりんどうヶ丘小のサッカー試合風景
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▼
議
員
　

　

昨
年
秋
、
町
民
一
人
の
男
性

が
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
ま
ま
未

だ
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
軽

度
の
認
知
症
と
い
う
こ
と
で
ご

家
族
の
ケ
ア
も
必
要
か
と
思
い

ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療

の
観
点
か
ら
も
必
要
か
と
思
い

ま
す
。
対
策
を
お
聞
き
し
た
い
。

●
町
長　

見
守
り
活
動
体
制
の

準
備
を
し
て
い
く

　

今
回
の
行
方
不
明
事
案
は
消

防
団
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
ご

協
力
頂
き
３
日
間
捜
索
致
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
発
見
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
反

省
か
ら
も
、
事
が
起
き
て
か
ら

で
は
な
く
事
前
の
予
防
が
何
よ

り
大
切
。
町
は
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
情
報
収
集
し
、

見
守
り
活
動
体
制
の
準
備
を
し

て
い
く
。
ま
た
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
（
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦

略
）
に
沿
っ
て
支
援
推
進
委
員

を
配
置
し
活
動
し
て
い
る
。

▼
議
員

　

３
月
６
日
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修

会
（
小
国
郷
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
主
催
）
に
参
加
し
ま
し

て
認
知
症
患
者
の
ゼ
ロ
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
。

●
福
祉
課
長

　

な
ら
な
い
対
策
は
介
護
予
防

が
一
番
で
、
誰
の
た
め
に
す
る
の

か
、
自
分
の
た
め
に
す
る
と
い

う
の
を
町
民
の
皆
様
に
発
信
す

る
の
が
行
政
の
役
割
と
思
う
。

▼
議
員

　

昨
年
12
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
４
回
の
木
で
潤
う
地
域
作
り

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
最
後
の
挨
拶
に
今
後
が

大
事
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

●
町
長　

　

講
演
会
に
つ
い
て
総
数

２
３
８
名
の
参
加
頂
き
ま
し

た
。
林
業
の
現
状
知
る
こ
と
が

で
き
良
か
っ
た
。
林
業
関
係
者

も
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

認知症の早期発見と対策について！
木で潤う地域作りの講演会について！

穴井　千秋　議員
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▼
議
員
　

　

ま
ず
は
、
小
葉
瀬
牧
野
組
合

が
野
焼
き
で
町
有
林
へ
飛
び
火

し
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。
現

在
、
草
原
の
管
理
者
は
減
少
し

高
齢
化
が
進
む
中
、
管
理
が
困

難
と
成
っ
て
い
る
が
、
町
と
し

て
の
今
後
の
取
り
組
み
方
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
た
い
？

●
町
長　

赤
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化

で
草
原
維
持
を

　

町
独
自
の
事
業
を
行
い
、
草

原
を
維
持
し
次
世
代
へ
と
繋
ぎ

た
い
。

　

私
も
小
葉
瀬
牧
野
組
合
の
関

係
者
と
し
て
、
町
有
林
へ
飛
び

火
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事

業
制
度
を
継
続
し
、
後
継
者
、

労
働
不
足
な
ど
を
改
善
し
、
赤

牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
草
原
維
持

を
す
る
た
め
に
、
周
年
放
牧
を

有
識
者
や
大
学
と
連
携
し
実
証

実
験
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

▼
議
員

　

放
牧
場
の
牧
柵
、
電
柵
等
の

設
置
を
町
で
願
い
た
い
、
又
原

野
の
萱
も
町
の
特
産
品
と
し
て

考
え
て
欲
し
い
。

●
町
長

　

此
の
実
証
実
験
を
通
し
て
、

色
々
と
検
討
し
、
萱
も
町
の
特

産
品
と
し
て
考
え
て
行
き
た

い
。

今後の草原活動について！

荒井　邦生　議員

押戸石を望む中原地区の草原
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▼
議
員
　

　

地
産
地
消
は
食
の
安
全
、
安

心
、
食
育
、
観
光
食
材
な
ど
に

見
え
る
食
材
と
し
て
重
要
で
あ

る
。
現
在
協
議
会
の
活
動
状
況

を
聞
き
た
い
。

●
町
長　

南
小
国
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
設
立
運
営
を
行
い
た
い

　

平
成
22
年
度
に
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
学
校
給
食
に
積
極

的
に
活
用
、
一
昨
年
か
ら
南
小

国
町
の
米
と
水
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
生
産
者
と
消
費

者
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
作
り
を

目
的
と
し
て
波
居
原
地
区
で
米

フ
ェ
ス
を
開
催
し
て
い
る
。
料

理
食
材
検
討
会
、
地
産
地
消
セ

ミ
ナ
ー
開
催
、
小
国
杉
フ
ァ
イ

ル
を
卒
業
生
に
贈
呈
な
ど
の
取

組
を
し
た
。
今
後
の
展
開
は
農

家
と
観
光
が
連
携
す
る
こ
と
で

旅
館
な
ど
へ
の
食
材
提
供
や
生

産
者
と
の
交
流
会
、
特
産
品
、

郷
土
料
理
の
開
発
を
行
う
な
ど

消
費
者
と
生
産
者
が
信
頼
さ
れ

る
関
係
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
生
活
に
地
産
地
消
が
定
着

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

●
農
林
課
長

　

１
月
１
日
付
で
農
林
課
に
特

産
品
開
発
、
地
産
地
消
、
独
自

産
業
化
と
い
う
専
属
で
専
門
的

に
職
員
２
名
配
置
し
て
い
る
。

農
業
と
旅
館
を
連
結
す
る
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
出
荷
者
協

議
会
と
連
携
し
き
よ
ら
カ
ァ
サ

を
拠
点
に
地
産
地
消
推
進
を
図

り
た
い
。

▼
議
員
　

　

町
内
に
公
民
館
分
館
が
あ
る

が
図
書
の
配
置
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
昨
年
９
月
議
会
の
私

の
質
問
の
進
捗
状
況
を
回
答
し

て
頂
き
た
い
。

●
町
長　

　

公
民
館
分
館
に
図
書
を
配
置

す
る
予
定
は
な
い
。
ま
た
図
書

室
の
充
実
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
改
装
、
整
備

し
た
い
。
こ
の
た
め
に
は
現
在

事
務
所
を
置
い
て
い
る
商
工
会

の
移
転
先
等
も
考
慮
し
た
い
。

ま
た
図
書
室
の
新
刊
購
入
費
を

昨
年
よ
り
５
万
円
上
乗
せ
し
て

20
万
円
の
予
算
を
28
年
度
当
初

予
算
に
計
上
す
る
。

地産地消推進協議会の活動状況は！
公民館分館に図書配置は！

後藤　六男　議員
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▼
議
員
　

　

２
０
１
５
年
の
国
勢
調
査
で

初
の
全
国
総
人
口
が
減
少
に

転
じ
た
。
熊
本
県
も
２
０
０
０

年
以
降
人
口
が
減
少
傾
向
で
、

本
町
も
高
い
割
合
で
人
口
減

少
が
進
ん
で
い
る
。
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
２
０
６
０
年
に
は

２
５
０
０
人
近
く
に
な
る
と
い

う
資
産
も
で
て
い
る
。
人
口
減

少
問
題
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
に
何
も
対
策
を
講
じ

て
こ
な
か
っ
た
現
実
が
あ
り
今

後
、
人
口
減
少
が
続
け
ば
、
町

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
人
口
減
少
、
定
住
促
進

等
の
町
独
自
の
早
め
の
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
、
町
長
に
伺

い
た
い
。

●
町
長　

創
生
総
合
戦
略
を
実

行
す
る

　

南
小
国
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
示
す
本
町
の
人
口
の
現

状
と
、
将
来
の
展
望
今
後
５
ヵ

年
の
４
つ
の
基
本
目
標
や
施
策

の
基
本
方
向
、
具
体
的
施
策
と

し
て
策
定
し
た
南
小
国
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
実
行
し
、
２
０
３
０

年
に
合
計
特
殊
出
生
率
を
１
・

71
か
ら
２
・
１
に
向
上
さ
せ
、

人
口
減
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

２
０
６
０
年
に
２
６
０
０
人
を

キ
ー
プ
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ

と
に
し
た
。
人
口
減
を
穏
や
か

に
す
る
た
め
に
も
、
生
業
を
作

る
こ
と
と
住
環
境
の
整
備
を
早

急
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
高
速
通
信
網
の
整
備
、
赤

牛
の
周
年
放
牧
の
実
証
実
験
、

木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
体
制

の
確
立
、
農
産
品
の
販
路
拡

大
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
生
か
し
た
事
業
の
拡
大
、
子

育
て
世
代
が
安
心
し
て
働
く
為

の
保
育
時
間
の
延
長
な
ど
を
進

め
な
が
ら
生
業
作
り
を
前
進
さ

せ
、
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
て

い
く
。
ま
た
空
き
家
の
実
態
を

把
握
し
、
家
屋
調
査
の
上
、
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
に
よ
り
移
住

定
住
希
望
者
に
紹
介
を
し
て
い

く
な
ど
具
体
的
な
検
討
を
行
い

た
い
。

▼
議
員

　

次
に
農
林
業
・
観
光
な
ど
の

担
い
手
不
足
も
大
変
な
問
題
で

生
産
人
口
の
減
少
な
ど
を
ど
う

捉
え
て
い
く
の
か
を
お
伺
い
し

た
い
。

●
町
長　

　

行
政
だ
け
で
は
限
り
が
あ
る

の
で
、
町
民
の
方
も
一
緒
に

な
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
か

講
演
会
等
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
情
報
の
共
有
、
課
題
の
共
有

を
し
な
が
ら
農
業
・
林
業
を
ど

う
す
べ
き
な
の
か
お
互
い
に
知

恵
を
出
し
合
わ
な
い
と
こ
れ
か

ら
の
存
続
は
厳
し
く
な
る
と
考

え
る
。

町の人口減少、定住促進の対策は！

穴井　則之　議員

南小国町 まち・ひと・しごと創生総合戦略における人口ビジョン推計
総人口の推移
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平成27・28年議長・議会日誌

２
　
　
月

12～14 ほこすぎ会定期総会

３
　
　
月

8～14 第１回定例会（5日間）

17 熊本県町村議会議長会定期総会 23 町内小学校卒業式

18 阿蘇広域議会運営委員会 24 ＪＲ豊肥線電化推進要望

19 旧議員会定期総会 28 第２回臨時会

25 菊池恵楓園視察 ４
　
月

8 小国高校入学式

28 南小国町駅伝大会 11 各小学校・中学校入学式

29 阿蘇広域議会定例会

５
　
　
　
月

11 議会広報委員会

３
　
　
月

1 小国高校卒業式 18 議員勉強会

1 議会運営委員会 21 南小国中学校体育大会

9 総務文教常任委員会 21 すぎのこ運動会

10 満願寺温泉感謝祭 23 議会広報委員会

11 南小国中学校卒業式 23 阿蘇市町村議長会総会

11 小国支援学校卒業式 24 阿蘇広域議会運営委員会

※今尚、余震が続いてますが、４月 14・16 日の震度７熊本地震により幾多の行事が中止となりましたが、議

会広報紙も１月遅れの６月号発行となっております。

　

４
月
14
日
、
16
日
の
２
度
に
渡
り
震
度

７
の
予
期
せ
ぬ
熊
本
地
震
が
起
き
、
地
震

災
害
は
ど
ん
な
と
き
も
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
余
震
は
治
ま
ら
ず
不

便
な
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

ま
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
飲
料
水
の
確
保
等
過

去
に
例
を
見
な
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
57
号
線
道
路
崩
落
は

観
光
を
主
要
産
業
と
す
る
当
町
に
と
っ
て

大
き
な
打
撃
で
あ
り
早
期
の
復
旧
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
よ
り
一
層
防
災
対
策

の
拡
充
を
図
り
、
安
心
安
全
な
町
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
児
玉
秀
次
郎
）

　

発
行
責
任
者

　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

河
津　

利
明

　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　

委　

員　
　

後
藤　

六
男

　
　

委　

員　
　

児
玉
秀
次
郎

中原西井手への落石
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